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第 39回日独スポーツ少年団同時交流事業／えきなかショップ「７ to ７」オープン

　
第
39
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交

流
事
業
で
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

ら
８
人
が
、
7
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で
北

秋
田
市
内
に
滞
在
し
、
民
泊
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
文
化
に
触
れ

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
㈶
日
本
体
育
協
会
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
日
独
両
国
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
交

流
を
通
じ
て
友
好
親
善
を
深
め
よ
う
と
、

昭
和
49
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今

回
は
、
7
月
25
日
か
ら
８
月
10
日
の
日
程

で
1
2
5
人
の
団
員
が
日
本
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
北
秋
田
市
に
は
、指
導
者
の
ウ
ヴ
ェ
・

マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
（
男
性
・
42
歳
）
と
団
員

６
人
、
通
訳
１
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
北
秋

田
市
で
は
、
平
成
８
年
の
旧
森
吉
町
以
来

16
年
ぶ
り
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
27
日
に
は
、
民
泊
受
け
入
れ
家
族

や
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
松
鶴

で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
市
内
に
は
５

日
間
と
い
う
短
い
滞
在
で
す
が
、
言
葉
や

文
化
、
生
活
環
境
な
ど
を
理
解
し
合
い
な

が
ら
、
交
流
の
絆
を
深
め
ら
れ
る
有
意
義

な
滞
在
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
ま

す
」
な
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
一
関
俊

和
本
部
長
が
「
友
情
の
輪
が
大
き
く
結
び

つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と

主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
交
流
団
が
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ

た
後
、
ウ
ヴ
ェ
・
マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が
「
新

た
な
文
化
に
触
れ
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
明
日
か
ら
の
日
々
が
楽
し
み
で
な

り
ま
せ
ん
」
な
と
ど
述
べ
ま
し
た
。

　
団
員
は
、秋
田
北
鷹
高
校
で
、生
徒
と
の

テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、弓

道
、剣
道
、書
道
、茶
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、大
太
鼓

の
館
や
小
又
峡
な
ど
を
巡
っ
て
北
秋
田
市

の
自
然
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

▲歓迎セレモニーで、あいさつをする
津谷市長

第
39
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業

ド
イ
ツ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
来
市

津谷市長が台湾で観光ＰＲ／第 29回国民文化祭北秋田市実行委員会

　
平
成
26
年
度
に
秋
田
県
内
で
開
催
さ
れ

る
第
29
回
国
民
文
化
祭
の
北
秋
田
市
実
行

委
員
会
設
立
総
会
及
び
第
１
回
総
会
が
、

8
月
20
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
ご
ろ
様
々
な
文
化

活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、

全
国
各
地
か
ら
集
う
国
内
最
大
級
の
文
化

の
祭
典
で
す
。
昭
和
61
年
か
ら
始
ま
り
、

東
北
で
は
、
岩
手
県
、
山
形
県
に
続
き
11

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
開
催
期
間
は
平
成
26
年
10
月
4
日
か
ら

11
月
3
日
ま
で
で
、一
か
月
に
わ
た
り
、県

内
各
地
で
音
楽
、ア
ー
ト
、伝
統
芸
能
な
ど

幅
広
い
分
野
の
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。県
や
市
町
村
が
主
催
す
る
分
野
別

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
の
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
民
間
団
体
が
主
催
す
る「
県
民
参

加
事
業
」や
秋
田
の
食
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、県
、市
、市
議
会
、商
工

会
、観
光
協
会
、関
係
団
体
の
代
表
な
ど
22

人
の
実
行
委
員
の
う
ち
20
人
が
出
席
。
は

じ
め
に
津
谷
市
長
は「
市
民
の
文
化
活
動

へ
の
参
加
意
欲
の
高
揚
と
文
化
・
芸
術
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
を
元
気
に

す
る
祭
典
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
か
ら
多
数
の
お
客
さ
ん
が
当
市
に
も
訪

れ
る
予
定
で
す
。こ
れ
ま
で
培
っ
た
、地
域

に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
伝
統
文
化
と

北
秋
田
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
設
立
総
会
で
は
設
立
の
趣
旨
や
会
則
を
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
１
回
総
会
で
は
、

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を

を
決
め
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
の
主
催
事
業
と
し
て
は
、
内

陸
線
ア
ー
ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
い

ず
れ
も
仮
称
）を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
計
画
し
て
い
る
３
事
業
毎
に
企
画
委
員

会
を
設
け
、
具
体
的
な
企
画
や
実
施
内
容
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会

国
内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典
へ
向
け
て

津
谷
市
長
が
台
湾
で
観
光
Ｐ
Ｒ

冬
季
の
観
光
誘
客
に
期
待

　
津
谷
市
長
が
８
月
7
日
か
ら
10
日
に
か

け
て
台
湾
を
訪
問
し
、
北
秋
田
市
の
観
光

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
同
様
、
佐
竹
秋
田
県
知

事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
台
湾
と
大
館

能
代
空
港
と
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運

航
と
台
湾
か
ら
の
観
光
誘
客
を
目
的
に
、

知
事
と
門
脇
仙
北
市
長
と
と
も
に
訪
問
し

た
も
の
で
す
。

　
８
日
は
、
北
秋
田
市
と
し
て
独
自
に
台

北
市
内
に
あ
る
旅
行
会
社
を
訪
問
し
、
北

秋
田
市
の
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
な
が
ら
、

秋
田
内
陸
線
、
森
吉
山
、
マ
タ
ギ
文
化
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
観
光
ル
ー

ト
を
Ｐ
Ｒ
。
各
旅
行
会
社
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
観
光
に
強
い
関
心
を
示
し
、

特
に
冬
の
雪
遊
び
、
雪
中
鍋
っ
こ
な
ど
を

か
ら
め
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
に
つ
い
て
、

非
常
に
前
向
き
な
発
言
も
あ
り
、
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
日
と
10
日
に
は
、
秋
田
県
知
事
と
仙

北
市
長
と
共
に
、
台
湾
交
通
部
観
光
局
と

航
空
会
社
３
社
を
訪
問
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
復
活
と
仙
台
空
港
な
ど
に
就
航
し
て

い
る
台
湾
定
期
便
の
観
光
客
を
秋
田
県
へ

取
込
む
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
湾
の
航
空
会
社
と
旅
行
会
社

と
の
「
秋
田
県
観
光
交
流
懇
談
会
」
を
行

い
、
秋
田
県
や
北
秋
田
市
の
魅
力
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

 

▲秋田県知事、仙北市長とともに台湾
交通部を訪れＰＲする津谷市長

▲平成26年度の国民文化祭の開催に向
けて設立された、北秋田市実行委員会

駅
前
の
活
性
化
と
賑
わ
い
を

え
き
な
か
シ
ョ
ッ
プ
「
７
to
７
」
オ
ー
プ
ン

　
え
き
な
か
シ
ョ
ッ
プ
「
７
to
７
（
セ
ブ

ン
ト
ゥ
セ
ブ
ン
）」が
７
月
27
日
、Ｊ
Ｒ
鷹
ノ

巣
駅
構
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
関
係
者
が
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
て
開
店
を
祝
い
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
駅
に
売
店
が
な
い
状
態
が
続

き
、
駅
の
利
用
者
な
ど
か
ら
開
業
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係

機
関
が
協
議
を
重
ね
、
こ
の
度
、
マ
タ
ギ

の
里
観
光
開
発（
株
）（
鈴
木
謙
一
代
表
取

締
役
社
長
）が
、
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
営
業
時
間
は
店
名
の
と
お
り
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
軽
食
や
お
土
産
、

人
気
商
品
の
バ
タ
ー
餅
等
を
販
売
し
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市
や
マ
タ
ギ
の
里

観
光
開
発（
株
）、Ｊ
Ｒ
、秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道（
株
）の
代
表
者
の
ほ
か
、
秋
田
北
鷹
高

校
の
松
橋
憲
吾
生
徒
会
長
、
鷹
ノ
巣
駅
前

振
興
会
の
菊
地
邦
廣
会
長
ら
が
出
席
。

　

は
じ
め
に
、マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発

（
株
）の
鈴
木
代
表
取
締
役
社
長
が
「
駅
前

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、そ
し
て
、ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
店
舗
に
し
て
い
き
た
い
」な
ど
と

あ
い
さ
つ
。続
い
て
、
津
谷
市
長
が「
北
秋

田
市
の
陸
の
玄
関
口
で
あ
り
、
市
の
顔
と

も
い
え
る
駅
前
に
、
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し

て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

機
関
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。鷹

ノ
巣
駅
は
寝
台
特
急
の
停
車
場
所
で
あ
り
、

角
館
ま
で
を
結
ぶ
秋
田
内
陸
線
へ
の
乗
換

駅
。
ま
た
、
大
館
能
代
空
港
が
所
在
す
る

場
所
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
全
国

ど
ぶ
ろ
く
サ
ミ
ッ
ト
、
国
民
文
化
祭
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
駅
前
商
店
街
は

じ
め
地
域
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
場
所

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、関
係
者
が
、地
域
に
元
気
を
与

え
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

▲関係者がテープカットを行いオープン
を祝った、えきなかショップ「７ to ７」

け
ん
ご

▲大榮旅行社で、北秋田市の観光地を
積極的に売り込みました


